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　あけぼの支援学校創立５０周年という節目の年にＰＴＡ会長を務めさせていただくことになりました。
不安だらけですが、娘も『応援するよ』と言ってくれていますので、頑張りたい思います。よろしくお願
いいたします。
　さて、本年度は数年ぶりのＰＴＡ総会が開催されました。保護者同士が集まれる場は、貴重な
情報交換の場です。『うちはこういうサービスを使っているよ』、『この年齢でこういうことやって
おくと後で役にたった』などなど、知っているとありがたいお話をいくつも教えていただくこと
ができました。それから、学校で日程を組んでくれる事業所見学については、お子様が小学部
でも出来るだけ参加することをお勧めします。私自身、小学部の頃には卒業後のことはまだま
だ先だから‥と参加しておりませんでした。その後コロナ禍で見学できない数年があり、ほぼ
事業所を知らないまま高校生になってしまいました。高等部１年から事業所での実習は始
まります。たくさん見学して、いいなと思うところ、合うなと思うところをある程度判ってお
くと、私のように慌てずにすみます。出来るだけ多くの皆さまが良い情報を耳に入れること
ができますように、学校活動、ＰＴＡ活動に積極的に参加してください。

　今、学校現場では「地域に
開かれた学校づくり」が求め
られていますが、本校では学
校のことをより多く知ってもら
うことを目的に、学校ブログか
らの情報発信に積極的に取
組んでいます。昨年度の掲載
実績を基に各学部・校内分掌
各部において本年度の目標値を設定し、月毎の状況を確認しな
がら進めています。学校での日々の学習活動や行事、分掌各部の
業務内容などをこまめに伝えると共に、教職員の趣味などを伝え
るコーナーも設けて、より良いワーク・ライフ・バランスの紹介な
ども行っています。在籍児童生徒や保護者のみなさんはもちろ
ん、同窓生や他校の教職員、関係機関の方からも「毎日楽しみ
に見ています」との声をかけていただいています。夏休み前まで
に１７０を超える記事をアップしていますので、是非御覧ください。
その他、各種おたよりなどでの情報発信にも努めていきますので、
引き続きの御理解と御協力をお願いいたします。

　児童生徒会では今年度、「あいさつ運動」
「ふれあい活動」「エコ活動」の３つの基本
方針を立てました。今年度のスローガンで
あり、あけぼのの校訓である「いきいきと」
を大切に、児童生徒の皆さんが児生会活動
への参加を通して共に成長できるように頑
張っていきたいと思います。また、今年度も
通学生とセンター生が一緒に集まり交流す
ることは難しいですが、出来る限りの工夫
をし、全校が楽しく過ごせる学校を目指して
いきたいと思います。

PTA 会長

渡邉恭子

校長

相山洋幸

保護者の交流

いきいきと
～ 共に成長しよう ～

地域に開かれた学校をめざして

児童生徒会会長

神藤柾人

あけぼの支援学校ホームページには、こちらからどうぞ！▶

「輪りん」とは…
“りんりん” 楽しげでやさしい響きです。それは子どもたちの囁きのようであり、子どもたちを
中心にしてできた幾つもの輪たち「輪りん」という意味を込めました。その輪たちがつながっ
たり、時には重なったりしながら私たちは毎日を過ごしているのだと思うのです。そしてその
輪たちがふれ合う時には、やっぱりリンリンと聞こえそうな気がするのです。



　１日目、ランドマークタワーから横
浜みなと博物館を見学し、はまポーク
ステーキを食べて横浜港クルーズと赤
レンガ倉庫へ行きました。夕食は中華
街で中国語体験をして、肉まんなど自
分で包んで食べました。２日目は八景
島シーパラダイスで、イルカに触れた
り海の動物を見たりと、存分に楽しん
できました。

　２泊３日の修学旅行。１日目は名古屋港水族館、２日目①
グループは仁和寺、嵐山（竹林の小径）、きものフォレスト、
渡月橋等に行き、琵琶湖の近くに宿泊しました。③グループ
は、リニア鉄道館観光、セントレアでの昼食後、INAXライブ
ミュージアムへ。３日目は、トヨタ産業技術記念館で自動車
産業の発祥から発
展を学びました。
多くの場所で様々
な学びがあった旅
行でした。

　１日目は、フジヤマミュージアムでカ
トラリー作りをしてきました。２日目は、
富士急ハイランドへ行って、５つもアト
ラクションに乗ってきました。ハイラン
ドリゾートホテル＆スパにも泊まって、
色々な体験をすることができた２日間
となりました。

　小学部４・５年生が学校に宿泊しました。日中
は買い物学習やアイスクリーム作り。夕飯にはカ
レーを食べ、夜にはアロママッサージなど様々な
体験をしました。初めて家庭から離れて宿泊す
る児童もいましたが、涙することもなく、それぞれ
の目標を達成することができました。

　１日目は、ボリューム満点のハンバー
グとケーキを食べた後、諏訪で水陸両
用バスのダックツアーに乗って諏訪湖
を遊覧しました。風を全身で感じて良
い表情が沢山見られました。２日目は
富士見高原で天空カートに乗り、花や
白樺や標高1250ｍからの景色を楽し
みました。頂上でアウトドア車椅子に
乗り、散策も楽しみました。
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中学部Aグループ修学旅行

「横浜市での体験いっぱいと、　「横浜市での体験いっぱいと、　
おなかいっぱいの食事おなかいっぱいの食事｣｣



　４月から２名の新役員も加わり、神藤会長を
中心に『第１回児童生徒会総会』『第１回あけ
フェス』等に取り組んできました。今年度のス
ローガン『いきいきと〜共に成長しよう〜』をも
とに、全校児童生徒で学校生活を盛り上げてい
きたいと思います。

　透明な板越しでしたが、ビオラ、コルネットの生徒た
ちが一緒にあけフェスに参加できたことは、とてもうれ
しく楽しい時間でした。じゃんけん列車では、２つのイ
ラストから左右をよく見比べて出す手を選んだり、自分
の勘を信じて思い切って札を出したりと、それぞれの戦
略でじゃんけんをすることができました。一列になった
列車は笑顔であふれていました。

　体育館に全校の通学生が集合し、賑やかな雰囲気
の中、新入生の自己紹介と「じゃんけん列車」を行い
ました。カードやサイコロなどそれぞれの方法でじゃ
んけんをして大賑わい。長い列ができあがり、じゃん
けんクイーンとじゃんけんキングが誕生しました。
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Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
保
護
者
環
境
整
備
作
業
を
年
５
回
計
画

し
て
い
ま
す
。
前
期
は
２
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い
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多
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頷
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事
業
所
見

学
な
ど
施
設
の
様
子
を
知
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
し
、
随
時
進
路
の
相
談
も
受
け

て
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ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ま
だ
早
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と
思
わ

ず
、
色
々
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設
の
様
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っ
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だ
き
、
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来
の
進
路
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た
だ
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